
No. 書　　　　　名 著    者 出　版　社

1 イシュタムの手　法医学教授・上杉永久子 小松　亜由美 小学館

2 ブティック 池井戸　潤 ダイヤモンド社

3 雨が降ったら一般書 寺地　はるな ポプラ社

4 一滴の沈黙 相場　英雄 文藝春愁

5 ファイア・ドーム（上） 辻村　深月 小学館

6 ファイア・ドーム（下） 辻村　深月 小学館

7 サワコと比呂美　女じまい
阿川佐和子

・伊藤比呂美
中央公論新社

8 たぶん、恋しい 一穂　ミチ 新潮社

9 決裂 堂場　瞬一 河出書房新社

10 硝子のマンション 染井　為人 幻冬舎

11 命に嫌われている。 カンザキ　イオリ 河出書房新社

12
リュウジ式生きるための弁当
LIFE　HACK　RECIPE　103

リュウジ ライツ社

13 おにぎりを　おかあさんに あいはら　ひろゆき ＫＡＤＯＫＡＷＡ

14 おかしなおかしの　おばけのくに ひらお　ふみほ ひかりのくに

Ｒ８年

琴丘公民館　新着図書

今月中に入荷予定の本です



今月のおすすめ えほん

今月のおすすめ本

琴丘公民館図書室では、

現在下記の コーナー展示 も行っております。

『 こんな幸福もある　』 　佐藤　愛子

「幸福はたった一つの形のものだと思い決めたところから不幸がはじまる。」

自身の波瀾万丈な人生と、そこで見出した幸福の形を

ユーモアと情熱、そして鋭い洞察力をもって綴った傑作エッセイ集！

私たちの日常の悩みや疑問に、ズバッと答えをくれるエッセイが満載。

人生のどん底でさえ笑い飛ばす、著者の「生きる力」の源泉がここにある！

『 春に恋したねこ　』
　刀根　里衣

春を待ち望む気持ちは、どうしてこんなにも切なく、

あたたかいのだろう。

冬から春へと移りゆく季節のなかで「命の循環」「別れと再生」

という「命の循環」「別れと再生」という普遍的なテーマを

やさしく静かに描いた絵本です。


